
淡路島百景
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と源氏
げんじ

ホタル 
所在地：洲本市 鮎屋 

 

鮎屋の滝 出典：財団法人淡路島くにうみ協会HP 

鮎屋の滝 

出典：一般社団法人淡路島観光協会 HP 

洲本市の鮎屋川にかかる、霊験の場として崇められてきた滝です。その落差は 14.5 メートルと、

淡路島随一を誇ります。春には桜、初夏にはホタル、秋には紅葉と、四季豊かな渓谷の景観が楽しめ、

特に夏は淡路島を代表する源氏ホタルの名所として知られています。 

滝のそばには、不動明王を奉る行者堂があり、その昔お不動様の前で酒宴に興じた武士と従者が大

地震と暴風雨に襲われたという民話が伝わっています。 

鮎屋の滝の上流約600メートルには鮎屋ダムがあり、その上流には大城池の滝もあります。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道洲本ICから、国道28号を西へ。

中条広田の交差点を南下し、鮎屋川ダム方面へ。車で約

３0分。 

 

地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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